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●現場からの報告 

 山口祐樹氏（ローカルユニオン静岡） 

 私が関わった大学生のケースですけど、アルバイ

ト先の居酒屋が休業してから、一切休業補償されな

い状況でした。労基署に相談に行ったり、会社に話

をしたけれど取り合ってもらえなくて、県評の労働

相談にたどり着き、ローカルユニオン静岡に加入し

ました。会社と団体交渉を行った結果、休業補償さ

れることになりました。 

 

●ドイツと日本における貧困対策 

－新型コロナ対策の日独比較－ 

   布川日佐史氏（法政大学教授） 

〇はじめに 

 ドイツの感染者の推移を見てみると、4月にはや

はり危機的な状況が起きましたが、5月以降は平常

化に向かっています。日本と比べるとだいぶ落ち着

いてきて、PCR 検査件数が日本の 10 倍くらいにな

っています。4月から 6月での経済的な落ち込みは

戦後最大ですが、労働市場そのものは落ち着いてき

ています。日本と全く違うのは政府への信頼が高ま

っています。それと医療福祉関係の人たちの頑張り

に対して、社会的にすごい尊敬があるし、実際労働

条件が改善してきました。 

〇新型コロナウイルス危機への緊急対応 

 3 月にメルケル首相がものすごい危機だというこ

とを訴えました。政府は緊急対策として、小企業へ

の支援の施策が始まります。それに続いて貧困対策

とか労働者対策ということで「社会保護パーッケー

ジ法」というものができて、休業手当を拡大しまし

た。それと生活保護の利用促進ということで、収入

について、生活が困っているならまずは使ってくれ、

資産の調査は半年間しないという運用を始めてい

ます。担当大臣がオンラインで、「生活保護はあな

たの権利です」という呼びかけをしています。 

〇コロナ危機への中期的対応局面へ 

 休業手当の引き上げで、元々は 6割ですが休業が

4ヶ月以降になる人には、前の手取り賃金の 7割に

する、休業が長くなればまた 8割に引き上げる、子

供がいる場合は 7％上乗せするという、休業が長く

なった場合の対応を決めてきました。あと失業の給

付期間も元々1年ですけれどプラス 3ヶ月と延ばし

ました。 

〇日本の現状と課題 

 日本の現状ですが、失業の数から言うと、統計上

は失業という形ではまだ顕在化していません。４月

に休業が急増し６００万人くらいの数になりまし

た。しかし休業が増えた人たちの中でどれだけ休業

手当がもらえているのか、わかるデータがありませ

ん。 

〇おわりに 

 ドイツでいろんなことをやっていますけれど、必

要なことを淡々とやっていると思います。逆に日本

では、アベノマスクから始まって GoTo キャンペー

ンに至るような情けない状況になっています。いろ

んな制度を作ってはきたけれど、実際にそれが使い

勝手が悪かったり、しかも申請の窓口はどっかの会

社に丸投げしてるという状況です。コロナが広がっ

て不安が増えていく中で、この仕切り直しをしっか

りやらなければいけないと思います。 
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